
極東開発グループ

2023年3月期
第1四半期
決算説明資料

 製造・販売・サービス

（グループ会社） 国内２社

海外４社：中国、インドネシア、インド

 サービス ・ 中古車販売

（グループ会社）国内３社

 調達

（グループ会社 ） 海外１社 ： 中国
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 リサイクル施設の建設

 運転受託・メンテナンス

（グループ会社） 国内４社

 立体駐車装置、コインパーキング

（グループ会社） 国内３社

85.9% 7.2%

6.9%

＜比率は売上構成比（2022年6月末)＞

極東開発のグループ構成



特装車事業
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③架装

※コンクリートポンプ車等一部の製品についてはシャシは買取。

ボデー等
グループ

完成

④納入

【売上】

トラックメーカー ・ ディーラー 商社 ・ ユーザー様

①発注 ①発注 ④納入

【売上】

②ｼｬｼ搬入
（預かり）

シャシ

グループ主力製品
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ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ車 粉粒体運搬

ﾀﾝｸﾛｰﾘ ・散水車 ﾃｰﾙｹﾞｰﾄﾘﾌﾀ1台積車輌運搬車

ｳｲﾝｸﾞﾎﾞﾃﾞｰ車

ﾄﾚｰﾗ

ごみ収集車脱着ﾎﾞﾃﾞｰ車

赤字：シェア1位製品
青字：シェア2位製品



名古屋工場（愛知県小牧市）
 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ
 粉粒体運搬車
 ﾃｰﾙｹﾞｰﾄﾘﾌﾀ
 散水車、ﾀﾝｸﾛｰﾘ

三木工場（兵庫県三木市）
 ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ車
 ごみ収集車
 ﾀﾝｸﾛｰﾘ
 機能部品の内製

国内生産体制
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音羽事業所（愛知県豊川市）
 ｳｲﾝｸﾞﾎﾞﾃﾞｰ

御津事業所（愛知県豊川市）
 ｽﾜｯﾌﾟﾎﾞﾃﾞｰ

本社事業所（愛知県豊川市）
 ﾄﾚｰﾗ
 ﾊﾞﾝ

福岡工場（福岡県飯塚市）
 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ
 ﾊﾞﾝ

横浜工場（神奈川県大和市）
 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ
 脱着ﾎﾞﾃﾞｰ車
 1台積車輌運搬車

海外生産体制
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インド工場（グループ化︓2020年9月）

 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ
 ﾄﾚｰﾗ
 ﾀﾝｸﾛｰﾘ

インドネシア工場（ 操業開始︓ 2014年2月 ）
PT KYOKUTO INDOMOBIL MANUFACTURING 
INDONESIA

 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ
 ﾐｷｻｰﾄﾗｯｸ
 ﾃｰﾙｹﾞｰﾄﾘﾌﾀ

昆山工場（ 操業開始︓ 2005年4月 ）

 ﾐｷｻｰﾄﾗｯｸ



環境事業

自治体 広域組合

廃棄物処理関連企業

発注発注

プラント建設

設備据付

運転受託

メンテナンス

パーキング等事業
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立体駐車装置の製造

メンテナンス

リニューアル

【立体駐車装置】

【時間貸駐車場】

ゼネコン デベロッパー マンション管理組合

土地オーナー 利用者

P.ZONE®

発注 発注

土地賃貸料 利用料【売上】



2023年3月期
第1四半期
連結決算実績
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2023年3月期第1四半期 連結決算

2022年3月期

1Q実績

2023年3月期

1Q実績
前年比

売上高 25,860 23,495 △2,365 △9.1%

営業利益 1,689 △ 50 △1,740 -

経常利益 1,817 355 △1,462 △80.5%

親会社株主に 帰属す る

当期純利益
1,185 188 △997 △84.1%
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2023年3月期第1四半期 特装車事業
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2022年3月期

1Q実績

2023年3月期

1Q実績
前期比

売上高 22,289 20,306 △1,982 △8.9%

営業利益 1,365 △ 295 △1,661 -

売上高
✔インドのSATRAC社が堅調に推移

✔半導体不足等による各方面の
生産の停滞

✔原材料価格の高騰等による
生産及び収益面の影響

営業利益
✔海外地域において堅調に推移
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2023年3月期第1四半期 特装車事業
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2023年3月期第1四半期 特装車事業

売上高(百万円)
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2023年3月期第1四半期 特装車事業（市場環境）
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2023年3月期第1Ｑ実績

11,884台

（ご参考）前年実績 18,554台
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受注高と受注残高

（百万円）

2021年3期1Q 2022年3期1Q 2023年3期1Q

第１Ｑ比較

極東開発工業 受注高
日本トレクス 受注高
極東開発工業 受注残高
日本トレクス 受注残高
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2023年3月期第1四半期 環境事業
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2022年3月期

1Q実績

2023年3月期

1Q実績
前期比

売上高 2,132 1,705 △427 △20.0%

営業利益 217 182 △35 △16.2%

売上高
✔メンテナンス・運転受託等の

ストックビジネスに注力

✔新規物件の受注活動

営業利益
✔ストックビジネスの採算性維持



プラント
114 

プラント
657 

メンテナンス・運転受託

1,592 

メンテナンス・運転受託

1,475 

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500

2023年3月期 1Q
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売上高（百万円）
売上高比較

2023年3月期第1四半期 環境事業
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2023年3月期第1四半期 パーキング等事業
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2022年3月期

1Q実績

2023年3月期

1Q実績
前期比

売上高 1,576 1,626 +49 +3.2%

営業利益 231 193 △37 △16.4%

売上高
✔コインパーキング稼働率の

新型コロナウイルス感染症からの回復

✔立体駐車装置の新規物件の売上増加

営業利益
✔リニューアル及びメンテナンス等の

ストックビジネスに注力
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立体駐車場
571 

立体駐車場
430 

コインパーキング

676 

コインパーキング
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2023年3月期第1四半期 パーキング等事業
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1株当たり年間配当額(円) 配当性向(%) ※特別利益（土地売却益）
含む：15.1％

配当に関する基本方針
当社グループでは、株主還元を経営の最重要政策の一つと考え、業績の向上と財務体質の
強化を図りながら、将来の事業展開、経済情勢等を勘案して、株主の皆様のご期待に
お応えできるよう努めています。

2022年度以降、年間配当金額を下限54円
2024年度の総還元性向50％

※

（％）（円）
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配当政策



2023年3月期
連結業績予想

2023年3月期 連結業績予想
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営業利益

2022年3月期
2023年3月期

(予想)
前期比

売上高 116,910 116,000 △910 △0.8%

営業利益 6,974 5,500 △1,474 △21.1%

経常利益 7,567 6,000 △1,567 △20.7%

親会社株主に 帰属す る

当期純利益
14,274 4,000 △10,274 △72.0%
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2023年3月期 セグメント別予想

特装車事業 パーキング等事業環境事業

     0

 2,000

 4,000

 6,000

 8,000

10,000

12,000

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

2022年3月期
実績

2023年3月期
予想

売上高
(百万円)

売上高

営業利益

営業利益
(百万円)
営業利益
(百万円)

     0

 1,200

 2,400

 3,600

 4,800

 6,000

0

4,000

8,000

12,000

16,000

20,000

2022年3月期
実績

2023年3月期
予想

売上高
(百万円)

売上高

営業利益

営業利益
(百万円)

     0

   800

 1,600

 2,400

 3,200

 4,000

0

4,000

8,000

12,000

16,000

20,000

2022年3月期
実績

2023年3月期
予想

売上高
(百万円) 売上高

営業利益

営業利益
(百万円)

2022年3月期
2023年3月期

(予想)
前期比

売上高 98,571 100,000 +1,429 +1.4%
営業利益 4,481 4,200 △281 △6.3%
売上高 11,647 10,000 △1,647 △14.1%

営業利益 2,098 1,400 △698 △33.3%
売上高 7,261 6,500 △761 △10.5%

営業利益 1,143 550 △593 △51.9%
売上高 △ 570 △ 500 +70 -

営業利益 △ 748 △ 650 +98 -

特装車事業

環境事業

パーキング等事業

調整額

TOPICS



TOPICS① 新型計量装置付ごみ収集車

「シャフト式 スケールパッカー®」を発売
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回収物重量をその場で計量すること
が可能な計量装置付ごみ収集車の新
たなラインナップとして「シャフト式 ス
ケールパッカー」を、7月より発売しま
した。

今後もお客様のニーズに
沿った製品ラインナップを
展開することにより、

特装車事業の強化を図り
ます。

新型計量装置付ごみ収集車「シャフト式 スケールパッカー」

カーボンニュートラルの実現に向け
た環境配慮への意識の高まりに応え
る、新しい計量装置付ごみ収集車で
す。

※「スケールパッカー」は、国内初（当社調べ）の計量装置付き
ごみ収集車として当社が2002年より発売しております。

TOPICS② 西宮市で使用されたごみ収集車２台を
ソロモン諸島ガダルカナル州ホニアラ市に寄贈

西宮市は、当社との官民連携の取
組みにより、廃車予定のごみ収集車
2台（当社製）を、環境学習都市宣言

をお互いに行った繋がりのあるホニ
アラ市へ寄贈しました。

2019年にホニアラ市長から要請が

あったことがきっかけの寄贈ですが、
西宮市が車両を提供し、当社が車両
の輸出前点検整備と日本からソロモ
ン諸島への輸送費用を負担する官
民連携による寄贈です。

＜ゴミ収集車寄贈記念式典をオンラインで開催＞
2022年7月27日 、日本側関係者事務所（西宮市、当社、JICA
関西、こども環境活動支援協会）とJICAソロモン支所を
オンラインで中継して実施しました。

ホニアラ市に寄付を行ったごみ収集車

26式典当日の様子



TOPICS③ 北広島市 可燃ごみ中継施設建設工事の受注

27

１．発注者
２．受注者
３．工事名
４．建設場所
５．受注金額
６．処理能力
７．工期

北海道北広島市様が発注する可燃ごみ
中継施設建設工事を6月に受注しました。

概

要

本事業は、一般廃棄物広域処理の一
環として、廃棄物処理施設まで可燃ごみ
を運搬するため、当社製コンパクタ（ごみ
圧縮）装置により可燃ごみを圧縮した後、
専用車両に積替えて効率的かつ経済的
に運搬するための施設です。

今後も、リサイクル施設・ごみ中継施設について
ご提案し、循環型社会の形成に貢献いたしま
す。

北広島市
極東開発・玉川・広島冨田異工種特定共同企業体
可燃ごみ中継施設建設工事
北海道北広島市輪厚345-2外
1,440百万円 （消費税および地方消費税除く）
45ｔ/日
2022年6月6日～2024年3月25日

コンパクタ装置

ごみ中継施設イメージ

www.kyokuto.com

極東開発グループは持続可能な
開発目標（SDGs）を支援しています。

本資料の予想は発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。

実際の業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。

本資料の著作権は極東開発工業株式会社に帰属します。いかなる理由によっても、当社に許可無く

本資料を複製・配布することを禁止します。


